














湿原らしさを保つための取り組み
Ⅰ　茂林寺沼湿原湿潤化のための水対策
　⑴流入水量増加の検討	 ⑶水質・底質調査の実施
　⑵地下水位測定の実施	 ⑷水質・ヘドロ滞留の解消

Ⅱ　茂林寺沼湿原の生物遷移抑制対策
　⑴在来種の育成環境の維持	 ⑸竹林・雑木林及び雑種の侵入抑制
　⑵生息生物モニタリング調査の実施	 ⑹定期的な除草・ヨシ刈の実施と、実施時期の再検討
　⑶掘下げ試験区の維持による再生植物の保全	 ⑺廃棄ヨシの利活用方策検討
　⑷侵入した外来種の除去

Ⅲ　茂林寺沼湿原における通行安全対策
　⑴湿原見学のための木道管理の継続	 ⑷沼展望デッキの再整備・「ホタルの里」あり方検討
　⑵木道長寿命化の検討・実施（擬木材への転換等）	 ⑸中央園路撤去と代替通行手段の検討
　⑶木道の拡幅による通行円滑化の実施	 ⑹太鼓橋スロープの再整備

Ⅳ　多様な人々が関わる「里沼」としての普及啓発・活用
　⑴湿原散策路サイン・説明板の拡充・強化	 ⑹木道オーナー制度の検討
　⑵日常的な維持管理ボランティアの募集	 ⑺自然学習会やワークショップなど学習機会の増加
　⑶民間事業者と連携した新たな保全サイクルの検討	 ⑻学校(総合学習)や公民館(講座)との連携強化
　⑷清掃活動及び外来種除去作業の継続・強化	 ⑼インターネットを活用した情報発信
　⑸カキツバタ里親制度の継続	 ⑽日本遺産「里沼」ブランドの活用
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目標：茂林寺沼湿原を後世につなぎ、「里沼」とし
ての活用を目指す



ぽんちゃん 「みんな！茂林寺沼湿原のことが、いろいろと分かったぽん？」

も り ん 爺 「ではな、ぽんちゃん！まとめてみようかのぅ。」

ぽんちゃん 「茂林寺沼湿原は、東日本で数少なくなった『低地湿原』だぽん。」

も り ん 爺 「館林の市民のみんなで大切にしたい、地域の宝じゃな。そして、沼や湿原などは
『水とともに生きてきた』館林の「里沼」の象徴じゃ。」

ぽんちゃん 「それなら、湿原に咲くカキツバタは里沼の原風景の象徴だぽん。」

も り ん 爺 「茂林寺沼湿原の周りには、市民が大切にしながら大いに利用して欲しいものがい
ろいろある。茂林寺は信仰や歴史・文化に触れることができる歴史資源、周辺には
商店街やMORINJI PRAY（モリンジプレイ）などの観光資源があって、その後背地
に茂林寺沼湿原という、人とともに生きてきた貴重な自然資源があるんじゃ。」

ぽんちゃん 「3つの資源がそろっているなんて、すごいぽん！茂林寺沼湿原は館林だけでなく
日本の宝だぽん！」

も り ん 爺 「それぞれの資源をどのように守り、節度ある持続的な利用をするか、みんなで考
えなけりゃいかんのう。」

ぽんちゃん 「いろいろな人が湿原を守ることに関わってくれるとうれしいぽん。」

も り ん 爺 「これからは、湿原で保全・活用に取り組む人や団体などの多様な主体が連携すべ
きじゃな。茂林寺沼湿原を100年後に残すために、ぽんちゃんはどんなことができ
るかな？」

ぽんちゃん 「ぽんちゃんは、茂林寺沼湿原マイスターになって、来た人を歓迎したいぽん。」

も り ん 爺 「おお‼そりゃ、いいかもしれんのぅ。」

ぽんちゃん 「みなさん、ここまで読んでくれてありがとうだぽん。また、会いましょうだぽん。」

編集後記：

館林市は 日本遺産「里沼」のまち、
茂林寺沼湿原は “祈りの沼”！
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